
第３学年 学年通信

第７号

福島県立相馬高等学校第３学年
令和４年１１月７日発行

受験生だったあの頃の話
私の高校時代はおおむね楽しい日々だった。だが、もちろん私にも受験生時代があって、合格するまでは大変苦

しい日々であった。確かあのあたりから大学入試が多様化しだして、受験生の動きも変わりつつあったと記憶して
いる。覚えているのが現在は女優として活躍している広末涼子の話である。彼女が「一芸入試」なるもので早稲田
大学合格を決めたというニュースが高校２年生の時にあって、「試験官の前で芸をするだけで大学に受かるのか
…さすが芸能人。」と多少の勘違いをしつつも衝撃を受けた。ちなみに、当時トップアイドル独走状態だった広末某
の早稲田入学は大ニュースとなった。「早稲田大学広末涼子入学騒動」という名前でＷｉｋｉｐｅｄｉａに載っているの
で、興味のある人は見てほしい。その年の受験者は激増したそうで、「そんなの関係ねぇ！」と後に叫ぶ小島よしお
も、広末を追って一浪の後に早稲田に入学している。しかし、散々大騒ぎした広末某は入学式にも現れず、２ヶ月後
ぐらいにキャンパスに現れたが、その後大学にほとんど顔を出さずに「女優業に専念したい」と言って退学した。
「なんだったんだろう」という騒動であった。東北地方でいうと、私が３年生の時に仙台の某私立大学が現在の総
合型選抜の前身である「ＡＯ入試」を導入した。今でこそどこの大学でも実施しているが、当時はセンセーショナル
な受験スタイルで、かなり多くの高校生が受験したのではないだろうかと想像する。とにかく、学力試験に頼らずに
大学に合格できる時代、大学（を選ばなければとりあえず）全入（できる）時代の到来だった。そんな時代の波にも
乗らず、私は受験生として課外を受けたり仙台の予備校の講習に通ったりした。模試の成績に一喜一憂し、放課後
は教室か図書館にいた地味な受験生である。だんだん寒い季節になると、指定校推薦で大学が決まったクラスメ
イトが増えて、それまでは評定にかじりついていた友人達は、手のひらを返すように解放感を楽しんでいた。授業中
はクロスワードパズルに興じ、休み時間はフォーラスのバーゲンに行く話か、一人暮らしをするためのアパートの話
である。一般受験組で頑張るつもりだった友人も、途中でどこぞの指定校の誘惑にとりつかれ、戦線離脱していっ
た。はっきり言って地獄であった。もっと配慮してほしいところだが、「親の目から離れて東京で一人暮らし」という
自由になる権利を早々と手にした女子高生達にそんな気持ちはない。そこから逃げるように仙台の予備校に通っ
た。ピリピリして決して良い雰囲気ではなかったが、同じように受験に立ち向かおうとしている人たちの中にいるの
は安心した。講習が終わり、帰りの電車を待つ間は、いつも駅地下のロッテリアでポテトとココアを頼んで勉強し
た。有線放送では当時流行っていたａｉｋｏの「カブトムシ」がひたすら流れていた。だから今でも私は「カブトムシ」
が大嫌いである。
そんなふうに私にも苦しい時代があったということである。でも、あの苦しい時代があったからこそ、その後に待ち

構えていた「もっと苦しいこと」も乗り越えていけたのだろう。大学を卒業した私は、その後８年間も教員採用試験に
受からず苦しんだ。当時の福島県教員採用試験は今より倍率が高く、「本当に合格する人なんているんだろうか」
と思ったほどだ。周りでは諦めて別の職業に就いたり東京を受験したりする人もいたくらいである。でも、それでも
諦めずに粘り強く勉強し受験し続けた。そして今がある。今、君たちは受験勉強で苦しんでいるかもしれないが、君
ひとりが苦しんでいるわけではない。私も含めた過去の高校生も同じように苦しんだし、きっと未来の高校生も苦し
むはずだ。そしてその苦しみは、必ず、どんな形であれ、報われるときが来る。それを信じて、ひたむきでいてほしい。

（１組担任 星充子）

引き続き感染症対策
の行事予定 に努めましょう。

土曜課外 ５日、１２日 インフルエンザも流行
１日（火） 学校へ行こう週間（１～３校時公開授業） する季節になってきま
３日（木） 文化の日 す。体調を崩し、最悪
１７日（木） 自動車学校入校説明会 な状態で大切な日を
２１日（月）～２５日（金） 第２学期期末考査（これで最後） 迎えることのないよう
２３日（水） 勤労感謝の日 にしましょう。自分の
２６日（土） 全統共通プレテスト ために、皆のために。

学校推薦型選抜の人はエントリー＆受

験の月です。



事前準備は確実に！！！

入試スケジュールについて


